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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】吊りボルトの利点をそのままにして、建物の特 
殊事情に対応して設置可能とした軒樋吊具を提供する。
【解決手段】支持本体部６は、帯状の金属板が折曲げら 
れ、中央辺部６４の両端に軒樋の耳部を載せる棚部６２ 
が形成される。弾性板９は、中央辺部６４側から段部６ 
８に向けて延びる。固定部４は、折板屋根の端部に取り 
付けられる。吊りボルト７は、固定部４の下端に取り付 
けられる。オフセット金具１０は、中央辺部６４と面接 
触するオーバーラップ面部１０ａと、オーバーラップ面 
部１０ａが中央辺部６４と面接触した時に中央辺部６４ 
の左右方向にはみ出すオーバーハング面部１０ｂを具備 
する。支持本体部６とオフセット金具１０は、固定孔６ 
１と貫通孔１０ｃを介してボルト８１とナット８２で固 
定される。オーバーハング面部１０ｂの吊り孔１０ｄに 
は吊りボルト７が貫通し、上下からナット５１、５２で 
固定される。
【選択図】図３

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全10頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
帯 状 の 金 属 板 が 折 曲 げ ら れ て 、 中 央 辺 部 の 両 端 に 軒 樋 の 耳 部 を 載 せ る 棚 部 が 形 成 さ れ た 支  
持 本 体 部 で あ っ て 、 前 記 中 央 辺 部 に は 固 定 孔 が 穿 孔 さ れ て お り 、 少 な く と も 一 方 の 前 記 棚  
部 は 前 記 中 央 辺 部 か ら 斜 め に 延 出 さ れ た 傾 斜 辺 部 と 、 前 記 傾 斜 辺 部 か ら 外 側 に 延 出 さ れ た  
上 辺 部 と 、 前 記 上 辺 部 か ら 下 側 に 延 出 さ れ た 側 辺 部 と 、 前 記 側 辺 部 の 下 端 を 前 記 中 央 辺 部  
に 向 け て 延 出 さ れ た 段 部 を 具 備 し て い る 支 持 本 体 部 と 、
前 記 中 央 辺 部 側 か ら 前 記 段 部 に 向 け て 延 び た 弾 性 板 と 、
折 板 屋 根 の 端 部 に 取 り 付 け ら れ る 固 定 部 と 、
前 記 固 定 部 の 下 端 に 取 り 付 け ら れ た 吊 り ボ ル ト と 、
前 記 中 央 辺 部 と 面 接 触 す る オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 と 、 前 記 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 が 前 記 中 央 辺  
部 と 面 接 触 し た 時 に 前 記 中 央 辺 部 の 左 右 方 向 に は み 出 す オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 と を 具 備 し 、  
前 記 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 に は 前 記 中 央 辺 部 と 重 な っ た 時 に 前 記 固 定 孔 と 連 通 す る 貫 通 孔 が  
設 け ら れ 、 さ ら に 、 前 記 オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 に は 吊 り 孔 が 設 け ら れ た オ フ セ ッ ト 金 具 と を  
具 備 し 、
前 記 支 持 本 体 部 と 前 記 オ フ セ ッ ト 金 具 は 前 記 連 通 し た 固 定 孔 と 前 記 貫 通 孔 を 介 し て ボ ル ト  
と ナ ッ ト で 固 定 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 の 前 記 吊 り 孔 に は 前 記 吊 り ボ  
ル ト が 貫 通 さ れ 、 前 記 オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 の 上 下 か ら ナ ッ ト で 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴  
と す る 軒 樋 吊 具 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ の 軒 樋 吊 具 に お い て 、 前 記 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 と オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 と は 連 続 し  
た 面 部 で あ り 、 か つ 前 記 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 は 、 前 記 中 央 辺 部 に 対 し て 下 側 か ら 重 ね ら れ  
て い る こ と を 特 徴 と す る 軒 樋 吊 具 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ の 軒 樋 吊 具 に お い て 、 前 記 固 定 孔 と 前 記 貫 通 孔 が 連 通 し て い る 状 態 に お い て 、 前  
記 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 の 前 側 が 固 定 孔 よ り も 前 方 に 達 す る 長 さ を 有 し て お り 、 か つ 、 前 記  
状 態 に お い て 前 記 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 の 後 側 が 前 記 弾 性 板 の 下 側 に 達 す る 長 さ を 有 し て い  
る こ と を 特 徴 と す る 軒 樋 吊 具 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ の 軒 樋 吊 具 に お い て 、 前 記 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 と オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 と は 連 続 し  
た 面 部 で あ り 、 か つ 所 定 の 角 度 を 成 し て 連 続 し て い る こ と を 特 徴 と す る 軒 樋 吊 具 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ の 軒 樋 吊 具 に お い て 、 前 記 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 と 前 記 オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 と の 間  
に 、 前 記 棚 部 よ り も 高 い 位 置 に 立 ち 上 げ る 中 間 面 部 が 介 在 し て お り 、 前 記 オ ー バ ー ラ ッ プ  
面 部 は 前 記 中 央 辺 部 に 対 し て 上 側 か ら 重 ね ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 軒 樋 吊 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 軒 先 に 取 着 固 定 さ れ て 軒 樋 を 吊 る 軒 樋 吊 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
軒 樋 を 吊 り ボ ル ト を 利 用 し た 折 板 屋 根 か ら の 吊 り 下 げ タ イ プ の 軒 樋 吊 具 と し て 、 例 え ば 特  
許 文 献 １ に は 、 折 板 屋 根 を 貫 通 し て ボ ル ト 止 め さ れ る 吊 り ボ ル ト と 、 こ の 吊 り ボ ル ト の 下  
端 部 に 取 り 付 け ら れ 、 両 棚 部 に 軒 樋 の 耳 部 を 載 せ る 支 持 本 体 部 と を 具 備 し た 軒 樋 吊 具 が 示  
さ れ て い る 。 吊 り ボ ル ト は 、 支 持 本 体 部 の 中 央 の 吊 り 孔 を 貫 通 し て お り 、 そ の 両 側 に ナ ッ  
ト が 装 着 さ れ て い る 。 こ の 軒 樋 吊 具 で は 、 ナ ッ ト の 位 置 を 上 下 す る こ と で 吊 り ボ ル ト の 上  
下 方 向 の ど の 位 置 に で も 支 持 本 体 部 を 取 り 付 け る 事 が で き る た め 、 軒 樋 に 微 少 な 勾 配 を 付  
け る た め に 支 持 本 体 部 の 高 さ 調 整 が や り や す い と い う 利 点 が あ る 。 ま た 、 前 後 方 向 に お け  
る 軒 樋 吊 具 の 調 整 方 法 と し て 、 支 持 本 体 部 に は 吊 り 孔 が 設 け ら れ て お り 、 吊 り 孔 に お け る  
吊 り ボ ル ト の 位 置 を 変 え る こ と に よ っ て 調 整 す る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
特 許 文 献 ２ に は 、 吊 り ボ ル ト で は な い が 、 吊 り 孔 の 位 置 よ り も や や 後 側 に 後 退 し た 位 置 で  
支 持 本 体 部 を 鉛 直 方 向 に 吊 り 下 げ る 軒 樋 吊 具 が 開 示 さ れ て い る 。 一 方 、 折 板 屋 根 に 付 け る  
の で は 無 く 、 軒 先 に 取 り 付 け る タ イ プ の 軒 樋 吊 具 で は 、 軒 先 か ら 前 後 方 向 に 張 り 出 し た 固  
定 部 に よ り 、 支 持 本 体 部 を 支 持 し て い る も の が 、 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 、 ４ に よ り 知 ら れ て  
い る 。 こ れ ら の 支 持 本 体 部 で は 、 吊 り ボ ル ト を 利 用 し た 折 板 屋 根 か ら の 吊 り 下 げ タ イ プ で  
は 無 い た め 、 支 持 本 体 部 の 高 さ 位 置 の 調 整 が 比 較 的 難 し い 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ２ ８ ７ ３ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ４ ７ ９ ３ ２ ４ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 実 開 平 ２ － ６ ８ ９ ４ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 実 開 平 ２ － １ ３ ２ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
特 許 文 献 １ に 示 し た よ う な 軒 樋 吊 具 は 、 他 の 特 許 文 献 に 示 し た 軒 樋 吊 具 と 比 較 し て 軒 樋 の  
高 さ 調 整 を し や す い と 言 う 利 点 が あ る 。 一 方 で 、 支 持 本 体 部 の 前 後 方 向 で 吊 り ボ ル ト を 取  
り 付 け ら れ る 位 置 は 、 支 持 本 体 部 に 設 け ら れ た 吊 り 孔 の 範 囲 に 制 限 さ れ る 。 軒 樋 へ の 大 き  
な 荷 重 に よ る 軒 樋 吊 具 の 変 形 を 防 止 す る た め に 、 吊 り 孔 の 位 置 は 軒 樋 吊 具 の 前 後 方 向 の 中  
央 に 設 け ら れ て お り 、 そ し て 、 折 板 屋 根 か ら 鉛 直 方 向 に 吊 り 下 げ ら れ た 吊 り ボ ル ト が そ れ  
を 支 え る の で あ り 、 一 般 的 な 使 用 の 範 囲 に お い て は 、 吊 り ボ ル ト が 取 り 付 け ら れ る 吊 り 孔  
の 範 囲 制 限 は 全 く 問 題 に な ら な い 。 と こ ろ が 、 実 際 の 施 工 に お い て は 、 建 物 の 特 殊 事 情 か  
ら 吊 り ボ ル ト を そ の ま ま 利 用 出 来 な い こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 吊 り ボ ル ト の 利 点 を そ の ま ま に し て 、 建 物 の 特 殊 事 情 に 対 応 し  
て 設 置 可 能 と し た 軒 樋 吊 具 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 帯 状 の 金 属 板 が 折 曲 げ ら れ て 、 中 央 辺 部 の 両 端 に 軒  
樋 の 耳 部 を 載 せ る 棚 部 が 形 成 さ れ た 支 持 本 体 部 で あ っ て 、 前 記 中 央 辺 部 に は 固 定 孔 が 穿 孔  
さ れ て お り 、 少 な く と も 一 方 の 前 記 棚 部 は 前 記 中 央 辺 部 か ら 斜 め に 延 出 さ れ た 傾 斜 辺 部 と  
、 前 記 傾 斜 辺 部 か ら 外 側 に 延 出 さ れ た 上 辺 部 と 、 前 記 上 辺 部 か ら 下 側 に 延 出 さ れ た 側 辺 部  
と 、 前 記 側 辺 部 の 下 端 を 前 記 中 央 辺 部 に 向 け て 延 出 さ れ た 段 部 を 具 備 し て い る 支 持 本 体 部  
と 、
前 記 中 央 辺 部 側 か ら 前 記 段 部 に 向 け て 延 び た 弾 性 板 と 、
折 板 屋 根 の 端 部 に 取 り 付 け ら れ る 固 定 部 と 、
前 記 固 定 部 の 下 端 に 取 り 付 け ら れ た 吊 り ボ ル ト と 、
前 記 中 央 辺 部 と 面 接 触 す る オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 と 、 前 記 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 が 前 記 中 央 辺  
部 と 面 接 触 し た 時 に 前 記 中 央 辺 部 の 左 右 方 向 に は み 出 す オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 と を 具 備 し 、  
前 記 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 に は 前 記 中 央 辺 部 と 重 な っ た 時 に 前 記 固 定 孔 と 連 通 す る 貫 通 孔 が  
設 け ら れ 、 さ ら に 、 前 記 オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 に は 吊 り 孔 が 設 け ら れ た オ フ セ ッ ト 金 具 と を  
具 備 し 、
前 記 支 持 本 体 部 と 前 記 オ フ セ ッ ト 金 具 は 前 記 連 通 し た 固 定 孔 と 前 記 貫 通 孔 を 介 し て ボ ル ト  
と ナ ッ ト で 固 定 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記 オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 の 吊 り 孔 に は 前 記 吊 り ボ ル ト  
が 貫 通 さ れ 、 前 記 オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 の 上 下 か ら ナ ッ ト で 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す  
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 軒 樋 吊 具 に よ れ ば 、 オ フ セ ッ ト 金 具 を 用 い る こ と に よ り 、 吊 り ボ ル ト を 曲 げ る こ  
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と は し な い た め 、 吊 り ボ ル ト に よ る 高 さ 調 整 の 容 易 性 と い う 利 点 を そ の ま ま 享 受 で き る と  
い う 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 折 板 屋 根 に 吊 り ボ ル ト に よ り 軒 樋 吊 具 と 軒 樋 が 吊 り 下 げ ら れ て い る 側 断 面 を 示 し  
、 図 １ Ａ は 建 物 の 外 壁 リ ノ ベ ー シ ョ ン 前 、 図 １ Ｂ は リ ノ ベ ー シ ョ ン 後 の 状 態 を 示 し て い る  
。
【 図 ２ 】 軒 樋 吊 具 の 構 成 を 示 し 、 図 ２ Ａ は 軒 樋 吊 具 、 図 ２ Ｂ は オ フ セ ッ ト 金 具 の 夫 々 斜 視  
図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 オ フ セ ッ ト 金 具 の 使 い 方 を 説 明 す る 図 で あ り 、 図 ３ Ａ は 軒 樋 吊 具 に 対 し て オ フ セ  
ッ ト 金 具 を 適 用 す る 際 の 分 解 図 で あ り 、 図 ３ Ｂ は 組 み 立 て 後 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 ２ に よ る 軒 樋 吊 具 の 構 成 を 示 し 、 図 ４ Ａ は 軒 樋 吊 具 、 図 ４ Ｂ は オ フ セ ッ ト  
金 具 の 夫 々 斜 視 図 を 示 す 。
【 図 ５ 】 オ フ セ ッ ト 金 具 の 使 い 方 を 説 明 す る 図 で あ り 、 図 ５ Ａ は 軒 樋 吊 具 に 対 し て オ フ セ  
ッ ト 金 具 を 適 用 す る 際 の 組 み 立 て 図 で あ り 、 図 ５ Ｂ は 組 み 立 て 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 変 則 的 な 形 状 を 有 す る 折 板 屋 根 に 対 応 可 能 な 軒 樋 吊 具 を 示 す 図 で 有 り 、 図 ６ Ａ は  
対 象 と す る 建 物 、 図 ６ Ｂ は 現 状 の 問 題 点 、 図 ６ Ｃ は 実 施 例 の 軒 樋 吊 具 の 使 用 状 態 、 図 ６ Ｄ  
は オ フ セ ッ ト 、 図 ６ Ｅ は 軒 樋 吊 具 の 斜 視 図 を 夫 々 示 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
［ 実 施 例 １ ］
本 発 明 の 軒 樋 吊 具 の 一 実 施 例 を 説 明 す る 。
図 １ に 折 板 屋 根 ２ に 吊 り ボ ル ト に よ り 軒 樋 吊 具 １ と 軒 樋 ３ が 吊 り 下 げ ら れ て い る 側 断 面 を  
示 す 。 図 １ Ａ は リ ノ ベ ー シ ョ ン 前 の 建 物 の 外 壁 Ｗ １ 、 図 １ Ａ の 破 線 は 、 リ ノ ベ ー シ ョ ン 後  
の 外 壁 Ｗ ２ の 位 置 を 示 し て い る 。 耐 久 性 や 耐 震 性 、 外 観 の 美 観 を 高 め る た め に 建 物 の 外 壁  
の 補 修 を 行 う 場 合 に お い て 、 外 壁 の 位 置 が 前 に 向 け て せ り 出 す こ と が 往 々 に し て 生 じ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ Ａ に お い て は 、 外 壁 リ ノ ベ ー シ ョ ン 前 の 軒 樋 吊 具 １ は 、 折 板 屋 根 ２ の 端 部 に 固 定 部 ４  
を 取 付 け 、 固 定 部 ４ か ら は 溶 接 に よ り 接 合 さ れ た 吊 り ボ ル ト ７ を 吊 り 下 げ 、 吊 り ボ ル ト ７  
の 下 側 で は 支 持 本 体 部 ６ を 貫 通 し て 取 り 付 け ら れ て い る 。 外 壁 リ ノ ベ ー シ ョ ン 後 に お い て  
は 、 外 壁 Ｗ ２ は 前 に せ り 出 し て い る 。 前 後 方 向 Ｆ Ｂ の 吊 り ボ ル ト ７ の 位 置 は 、 折 板 屋 根 ２  
の 端 位 置 で あ っ て 、 こ れ を 動 か す こ と が で き な い た め 、 支 持 本 体 部 ６ は 外 壁 Ｗ ２ と 干 渉 す  
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ Ｂ も 外 壁 リ ノ ベ ー シ ョ ン 後 の 状 態 を 示 し て い る 。 軒 樋 吊 具 １ に は 、 後 述 す る オ フ セ ッ  
ト 金 具 １ ０ が 適 用 さ れ て お り 、 吊 り ボ ル ト ７ の 位 置 が 、 図 １ Ａ の 場 合 よ り も 外 壁 Ｗ ２ 側 に  
後 退 し て い る 。 図 ２ は 、 軒 樋 吊 具 １ （ 図 ２ Ａ ） と オ フ セ ッ ト 金 具 １ ０ （ 図 ２ Ｂ ） の 斜 視 図  
を 示 し て い る 。 軒 樋 吊 具 １ 自 体 は 公 知 の も の で あ る が 、 軒 樋 吊 具 １ に 対 し て 、 オ フ セ ッ ト  
金 具 １ ０ を 適 用 す る こ と に よ り 、 実 施 例 の 軒 樋 吊 具 を 形 成 す る 。 ま ず 、 軒 樋 吊 具 １ に つ い  
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ２ Ａ に お い て 、 軒 樋 吊 具 １ は 、 固 定 部 ４ 、 吊 り ボ ル ト ７ 、 支 持 本 体 部 ６ を 具 備 す る 。 吊  
り ボ ル ト ７ は 支 持 本 体 部 ６ の 固 定 孔 ６ １ に 挿 通 さ れ 、 上 下 を ナ ッ ト に よ り 高 さ 調 整 で き る  
よ う に 固 定 さ れ て い る 。 支 持 本 体 部 ６ は 、 帯 状 の 金 属 板 を 折 曲 げ て 形 成 さ れ て お り 、 中 央  
に は 水 平 な 中 央 辺 部 ６ ４ が 設 け ら れ 、 そ の 両 端 は 様 々 な 形 状 （ 例 え ば 、 平 行 樋 、 前 高 樋 な  
ど ） を 有 す る 軒 樋 の 耳 部 ３ １ （ 図 １ 参 照 ） を の せ る 棚 部 ６ ２ 、 ６ ３ に な っ て い る 。 固 定 孔  
６ １ は 、 中 央 辺 部 ６ ４ の 中 央 に 前 後 方 向 Ｆ Ｂ に 長 く 穿 孔 さ れ て い る 。 図 示 の 中 央 辺 部 ６ ４  
の 少 な く と も 一 端 （ 前 後 方 向 Ｆ Ｂ の 後 側 ） の 棚 部 ６ ２ に お い て は 、 中 央 辺 部 ６ ４ か ら 斜 め  
に 延 出 さ れ た 傾 斜 部 ６ ５ と 、 傾 斜 部 ６ ５ か ら 水 平 方 向 に 外 側 に 延 出 さ れ た 上 辺 部 ６ ６ と 、  
こ の 上 辺 部 ６ ６ か ら 傾 斜 部 ６ ５ と 下 向 き に 延 出 さ れ た 垂 下 辺 部 ６ ７ と 、 こ の 垂 下 辺 部 ６ ７  
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の 下 端 を 中 央 辺 部 ６ ４ 側 に 延 出 さ れ た 段 部 ６ ８ と を 具 備 し て い る 。 さ ら に 、 段 部 ６ ８ の 前  
端 を 下 向 き に 延 出 さ れ た 垂 下 辺 部 ６ ９ と を 有 し て い る 。 さ ら に 、 中 央 辺 部 ６ ４ と 段 部 ６ ８  
と の 間 に は 、 中 央 辺 部 ６ ４ 側 か ら 延 び た 弾 性 板 ９ が 設 け ら れ 、 弾 性 板 ９ の 先 端 と 段 部 ６ ８  
と の 間 に は 隙 間 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 弾 性 板 ９ の 先 端 は さ ら に 折 曲 げ ら れ た 起 立 面 部 ９  
ａ に 、 こ の 起 立 面 部 ９ ａ の 少 な く と も 一 部 が 段 部 ６ ８ の 上 面 よ り 上 方 に 位 置 し て い る 。 弾  
性 板 ９ は 、 中 央 辺 部 ６ ４ や 傾 斜 部 ６ ５ や 上 辺 部 ６ ６ 等 に 根 元 が 取 り 付 け ら れ た も の が 存 在  
す る が 、 い ず れ も 中 央 辺 部 ６ ４ 側 か ら 段 部 ６ ８ 側 に 向 け て 延 び て い る 。 軒 樋 ３ の 耳 部 ３ １  
は 、 弾 性 板 ９ を 下 側 か ら 押 し の け て 段 部 ６ ８ に 載 せ ら れ 、 元 の 位 置 に 復 元 し た 弾 性 板 ９ が  
耳 部 ３ １ の 脱 落 を 防 止 す る 。 支 持 本 体 部 ６ の 前 後 方 向 前 側 に も 同 様 な 棚 部 ６ ３ の 構 成 が 設  
け ら れ て い る が 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
吊 り ボ ル ト ７ は 、 鉛 直 向 き に 支 持 本 体 部 ６ の 固 定 孔 ６ １ に 立 設 さ れ て い る 。 固 定 部 ４ は 、  
帯 状 の 金 属 板 を 屈 曲 す る こ と に よ り 成 形 さ れ て お り 、 互 い に 折 り 重 ね 合 わ さ れ た ２ つ の 辺  
部 の 間 に 折 板 屋 根 ２ を 挟 ん で 取 り 付 け ら れ る 。 固 定 部 ４ の 下 端 に 、 吊 り ボ ル ト ７ が 溶 接 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ２ Ｂ に お い て 、 オ フ セ ッ ト 金 具 １ ０ は 、 一 枚 の 金 属 板 か ら 切 り 出 し 、 穿 孔 し 、 か つ 折 曲  
げ て 形 成 さ れ て お り 、 支 持 本 体 部 ６ の 中 央 辺 部 ６ ４ と 面 接 触 す る オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 １ ０  
ａ と 、 中 央 辺 部 ６ ４ と 面 接 触 し た 時 に 中 央 辺 部 ６ ４ の 左 右 方 向 Ｒ Ｌ の （ 図 に お い て 手 前 側  
） に は み 出 す オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 １ ０ ｂ を 具 備 し て い る 。 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 １ ０ ａ と オ  
ー バ ー ハ ン グ 面 部 １ ０ ｂ と は 連 続 し た 面 部 に な っ て い る 。 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 １ ０ ａ に は  
、 中 央 辺 部 ６ ４ と 重 な っ た 時 に 、 固 定 孔 ６ １ と 連 通 す る 貫 通 孔 １ ０ ｃ が 設 け ら れ て い る 。  
さ ら に 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 １ ０ ａ に は 、 そ の 他 方 側 （ 図 に お い て 奥 側 ） が 上 に 向 け て 折  
曲 げ ら れ て 、 前 後 方 向 に 長 い リ ブ １ ０ ｅ が 形 成 さ れ て い る 。 リ ブ １ ０ ｅ は オ ー バ ー ラ ッ プ  
面 部 １ ０ ａ か ら 垂 直 に 折 曲 げ る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 １ ０ ｂ に は 、 前 後 方 向 Ｆ Ｂ に 吊 り 孔 １ ０ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 吊 り 孔  
１ ０ ｄ の 前 後 方 向 Ｆ Ｂ の 位 置 は 、 貫 通 孔 １ ０ ｃ に 対 し て の 後 側 で あ る 。 吊 り 孔 １ ０ ｄ は 図  
示 さ れ て い る が 、 位 置 の 調 整 幅 を 広 げ る た め に 前 後 方 向 Ｆ Ｂ に 長 い 長 孔 で も 良 い 。 ま た 、  
オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 １ ０ ｂ の 前 側 に は 、 オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 １ ０ ｂ か ら 垂 直 に 折 曲 げ る こ  
と に よ り 左 右 方 向 Ｒ Ｌ に 長 い リ ブ １ ０ ｆ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ３ は 、 オ フ セ ッ ト 金 具 １ ０ の 使 い 方 を 説 明 す る 図 で あ り 、 図 ３ Ａ は 軒 樋 吊 具 １ に 対 し て  
オ フ セ ッ ト 金 具 １ ０ を 適 用 す る 際 の 組 み 立 て 図 で あ り 、 図 ３ Ｂ は 組 み 立 て 後 を 示 す 図 で あ  
る 。 オ フ セ ッ ト 金 具 １ ０ を 中 央 辺 部 ６ ４ の 下 側 か ら あ て が い 、 固 定 孔 ６ １ と 貫 通 孔 １ ０ ｃ  
と を 連 通 さ せ て ボ ル ト ８ １ 、 ナ ッ ト ８ ２ で 固 定 す る 。 リ ブ １ ０ ｅ は 前 後 方 向 Ｆ Ｂ に わ た っ  
て 、 中 央 辺 部 ６ ４ の 側 辺 （ 図 に お い て 奥 側 ） と 接 触 し 、 一 方 リ ブ １ ０ ｆ は そ の 端 部 で 中 央  
辺 部 ６ ４ の 他 側 辺 （ 図 に お い て 手 前 側 ） で 接 触 す る 。 そ の 結 果 、 オ フ セ ッ ト 金 具 １ ０ と 軒  
樋 吊 具 １ と は 、 前 後 方 向 に 相 対 位 置 を 変 更 す る こ と が 可 能 で は あ る が 、 左 右 方 向 や 、 回 転  
方 向 に は 相 互 に 拘 束 さ れ た 状 態 に な っ て い る 。 オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 １ ０ ｂ の 吊 り 孔 １ ０ ｄ  
に は 、 吊 り ボ ル ト ７ が 貫 通 さ れ 、 オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 １ ０ ｂ の 上 下 か ら ナ ッ ト ５ １ 、 ５ ２  
で 固 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 ナ ッ ト ５ １ 、 ５ ２ に よ り 上 下 位 置 の 調 整 が で き る よ う に な  
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 １ ０ ａ は 、 後 側 で 固 定 孔 ６ １ と 貫 通 孔 １ ０ ｃ が 連 通 し て い る 状 態 に お  
い て 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 １ ０ ａ の 前 側 が 固 定 孔 ６ １ よ り も 前 方 に 達 す る 長 さ を 有 し て い  
る 。 ま た 、 こ の 状 態 で オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 １ ０ ａ の 後 側 が 弾 性 板 ９ の 下 側 に 達 す る 長 さ を  
有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ Ｂ に 戻 り 、 オ フ セ ッ ト 金 具 １ ０ を 適 用 し た こ と で 、 吊 り ボ ル ト の 位 置 が 外 壁 側 に 後 退  
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さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 オ フ セ ッ ト 金 具 １ ０ を 支 持 本 体 部 ６ の 下 側 か ら 当 接 し 、 固 定 孔  
６ １ の 後 方 側 に 貫 通 孔 １ ０ ｃ を 合 わ せ て ナ ッ ト で 固 定 し た 。 こ の 状 態 で は 、 オ ー バ ー ラ ッ  
プ 面 部 １ ０ ａ の 前 方 側 が 固 定 孔 ６ １ を 超 え た 左 側 の 位 置 ｐ （ 固 定 孔 ６ １ は 、 図 １ に は 現 れ  
な い が 、 位 置 ｐ の 右 側 で 終 端 し て い る 。 後 述 の 位 置 Ｐ も 同 じ ） を 超 え て 前 方 に 達 し て い る  
。 位 置 ｐ に お い て 検 討 す る と 、 図 １ Ａ の 吊 り ボ ル ト の 支 持 位 置 ｑ と 位 置 ｐ の 距 離 ｄ は 、 図  
１ Ｂ に お け る 吊 り ボ ル ト ７ の 支 持 位 置 Ｑ と 固 定 孔 ６ １ を 超 え た 左 側 の 位 置 Ｐ の 距 離 Ｄ に 対  
し て 大 き く な っ て お り 、 位 置 Ｐ に 加 わ る モ ー メ ン ト は 大 き く な っ て い る 。 し か し な が ら 、  
オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 １ ０ ａ の 前 側 は 、 固 定 孔 ６ １ よ り も 前 方 に 達 し た 位 置 Ｐ ま で を 支 え る  
こ と に よ り 、 支 持 本 体 部 ６ の 変 形 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 １ ０ ａ は 弾 性 板 ９ の 下 側 に 達 し て い る 。 弾 性 板 ９ に つ い て 検 討  
す る と 、 図 １ Ａ に お い て 、 軒 樋 ３ へ の 荷 重 で 耳 部 ３ １ が 下 側 に 棚 部 ６ ２ か ら 引 き 出 さ れ そ  
う に な っ た 場 合 に 、 弾 性 板 ９ が こ れ に 追 従 し て 耳 部 ３ １ が 引 き 出 さ れ る お そ れ が あ る 。 一  
方 で 、 図 １ Ｂ に お い て は 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 １ ０ ａ は 弾 性 板 ９ の 下 側 に 達 し て い る た め  
、 弾 性 板 ９ の 下 側 へ の 変 形 を 阻 止 す る こ と に よ り 、 耳 部 ３ １ が 引 き 出 さ れ る こ と を 阻 止 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
そ し て 、 吊 り ボ ル ト ７ の 支 持 位 置 Ｑ は 支 持 本 体 部 ６ の 棚 部 ６ ２ と 干 渉 す る 位 置 で は あ る が  
、 オ フ セ ッ ト 金 具 １ ０ を 用 い る こ と に よ り 、 棚 部 ６ ２ を 左 右 ど ち ら か に 回 避 す る こ と が で  
き る 。 こ の た め 、 吊 り ボ ル ト ７ に よ る 高 さ 調 整 の 容 易 性 と い う 利 点 を そ の ま ま 享 受 で き る  
と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 実 施 例 に お い て 、 オ フ セ ッ ト 金 具 １ ０ の リ ブ １ ０ ｅ 、 １ ０ ｆ は 、 性 能 は 低 下 す る が 必  
須 で は 無 い 。 ま た 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 １ ０ ａ の 両 側 に オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 １ ０ ｂ を 設 け  
て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
［ 実 施 例 ２ ］
実 施 例 １ で は 、 比 較 的 に 重 く な る 軒 樋 ３ の 軒 樋 吊 具 １ を 示 し た が 、 実 施 例 ２ に お い て は 軽  
量 な 樋 に 対 す る 軒 樋 吊 具 １ ０ ０ を 示 し て い る 。 図 ４ に 、 軒 樋 吊 具 １ ０ ０ （ 図 ４ Ａ ） と オ フ  
セ ッ ト 金 具 ４ ０ （ 図 ４ Ｂ ） の 斜 視 図 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま ず 、 軒 樋 吊 具 １ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。 軒 樋 吊 具 １ ０ ０ 自 体 は 、 公 知 の も の で あ る 。 軒  
樋 吊 具 １ ０ ０ の 支 持 本 体 部 １ ０ ６ は 、 実 施 例 １ の 支 持 本 体 部 ６ よ り も 薄 い 帯 状 の 金 属 板 で  
形 成 さ れ て お り 、 強 度 を 補 強 す る た め に 、 両 側 に リ ブ １ ６ ５ 、 １ ６ ６ が 設 け ら れ て い る 。  
弾 性 板 １ ０ ９ は 、 中 央 辺 部 １ ６ ４ 側 か ら 段 部 に 向 け て 延 び て い る 。 支 持 本 体 部 １ ０ ６ の 前  
側 の 棚 部 １ ６ ３ は 、 軒 樋 ３ の 耳 部 ３ １ の 中 空 に 嵌 ま る よ う に な っ て い る 。 こ れ ら の 点 以 外  
は 、 実 施 例 １ の 支 持 本 体 部 ６ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
オ フ セ ッ ト 金 具 ４ ０ は 、 一 枚 の 金 属 板 か ら 切 り 出 し 、 穿 孔 し 、 か つ 折 曲 げ に よ り 形 成 さ れ  
て お り 、 支 持 本 体 部 １ ０ ６ の 中 央 辺 部 １ ６ ４ と 面 で 重 な る オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 ４ ０ ａ と 、  
中 央 辺 部 １ ６ ４ と 重 な っ た と き に 中 央 辺 部 １ ６ ４ か ら 左 右 方 向 に は み 出 す オ ー バ ー ハ ン グ  
面 部 ４ ０ ｂ を 具 備 し て い る 。 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 ４ ０ ａ と オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 ４ ０ ｂ と の  
間 に 、 高 さ ｈ だ け 立 ち 上 が る 中 間 面 部 ４ ０ ｅ 、 棚 部 １ ６ ２ に 重 な る 中 間 面 部 ４ ０ ｆ が 介 在  
し て い る 。 高 さ ｈ は 、 支 持 本 体 部 １ ０ ６ の 後 方 側 の 棚 部 １ ６ ２ （ リ ブ １ ６ ５ 、 １ ６ ６ を 含  
め て ） を 超 え る 高 さ で あ る 。 ま た 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 ４ ０ ａ に は 、 中 央 辺 部 １ ６ ４ と 重  
な っ た 時 に 、 固 定 孔 １ ６ １ と 連 通 す る 貫 通 孔 ４ ０ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 オ ー バ ー ハ ン グ 面  
部 ４ ０ ｂ に は 、 前 後 方 向 Ｆ Ｂ へ 吊 り 孔 ４ ０ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 吊 り 孔 ４ ０ ｄ も 吊 り 孔 １  
０ ｄ と 同 様 に 丸 状 の 穴 と し て 図 示 さ れ て い る が 、 位 置 の 調 整 幅 を 広 げ る た め に 前 後 方 向 Ｆ  
Ｂ に 長 い 長 孔 で も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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図 ５ に よ り 、 オ フ セ ッ ト 金 具 ４ ０ の 使 い 方 を 説 明 す る 。 図 ５ Ａ に お い て 、 オ フ セ ッ ト 金 具  
４ ０ を 支 持 本 体 部 １ ０ ６ の 中 央 辺 部 １ ６ ４ 上 側 か ら あ て が い 、 固 定 孔 １ ６ １ と 貫 通 孔 ４ ０  
ｃ と を 連 通 さ せ て ボ ル ト １ ８ １ 、 ナ ッ ト １ ８ ２ で 固 定 す る 。 図 ５ Ｂ に お い て 、 支 持 本 体 部  
１ ０ ６ の リ ブ １ ６ ５ 、 １ ６ ６ は 前 後 方 向 Ｆ Ｂ に わ た っ て 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 ４ ０ ａ の 左  
右 端 と 接 触 す る 。 そ の 結 果 、 オ フ セ ッ ト 金 具 ４ ０ と 支 持 本 体 部 １ ０ ６ と は 、 前 後 方 向 Ｆ Ｂ  
に 相 対 位 置 を 変 更 す る こ と が 可 能 で は あ る が 、 左 右 方 向 や 、 回 転 方 向 に は 拘 束 状 態 に な っ  
て い る 。 オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 ４ ０ ｂ の 吊 り 孔 ４ ０ ｄ に は 、 吊 り ボ ル ト ７ が 貫 通 さ れ 、 上 下  
を ナ ッ ト ５ １ 、 ５ ２ で 固 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 ナ ッ ト ５ １ 、 ５ ２ に よ り 上 下 位 置 の 調  
整 が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 実 施 例 に お い て も 、 吊 り ボ ル ト ７ の 位 置 は 前 後 方 向 Ｆ Ｂ に お い て 支 持 本 体 部 １ ０ ６ の 棚  
部 １ ６ ２ と 干 渉 す る 位 置 で は あ る が 、 オ フ セ ッ ト 金 具 ４ ０ を 用 い る こ と に よ り 、 棚 部 １ ６  
２ を 左 右 方 向 Ｒ Ｌ に 矢 印 Ｔ に 示 す よ う に 回 避 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 吊 り ボ ル ト ７  
に よ る 高 さ 調 整 の 容 易 性 と い う 利 点 を そ の ま ま 享 受 で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
［ 実 施 例 ３ ］
図 ６ に 変 則 的 な 形 状 を 有 す る 折 板 屋 根 ２ １ に 対 応 可 能 な 軒 樋 吊 具 ３ ０ ０ を 示 す 。 図 ６ Ｅ に  
軒 樋 吊 具 ３ ０ ０ の 斜 視 図 を 示 す 。 図 ６ Ａ は 、 軒 樋 吊 具 ３ ０ ０ の 適 用 が 好 適 な 事 例 を 示 し て  
い る 。 同 図 で は 、 敷 地 等 の 関 係 上 、 屋 根 の 一 部 が 角 度 θ に 斜 め に 切 断 さ れ た 変 則 的 な 形 状  
を 有 す る 折 板 屋 根 ２ １ の 建 物 外 観 を 示 し て い る 。 図 ６ Ｂ に 示 す 範 囲 Ｈ に お い て 破 線 の 位 置  
に 軒 樋 を 設 置 す る と 、 水 を 流 す た め の 小 さ い 勾 配 を 持 つ も の の 、 ほ ぼ 水 平 （ 吊 り ボ ル ト ７  
と 軒 樋 が ほ ぼ 直 角 に 交 差 す る ） に 設 置 で き る 。 一 方 で 、 斜 め に 切 断 さ れ た 範 囲 Ｓ に お い て  
は 、 吊 り ボ ル ト ７ に 対 し て 軒 樋 は 直 角 に 交 差 し な い 事 に な る 。 こ の よ う な 場 合 、 吊 り ボ ル  
ト を 利 用 し た 一 般 的 な 軒 樋 吊 具 で は 、 吊 り ボ ル ト ７ を 折 板 屋 根 ２ １ か ら 鉛 直 に 下 げ 、 途 中  
で 折 曲 げ て 吊 り ボ ル ト ７ と 軒 樋 が ほ ぼ 直 角 に 交 差 す る よ う に 対 応 し て い る の が 現 状 で あ る  
。 し か し 、 こ れ で は 、 せ っ か く の 吊 り ボ ル ト ７ の 利 点 で あ る 高 さ 調 整 が 困 難 に な っ て し ま  
う 。 高 さ 調 整 の 方 向 が 図 の 方 向 ｒ の よ う に 角 度 成 分 が 付 い て き て し ま う か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ６ Ｃ で は 、 軒 樋 吊 具 ３ ０ ０ を 使 用 し た 場 合 の 状 態 を 示 し て お り 、 吊 り ボ ル ト ７ は 鉛 直 線  
状 で あ る が 、 支 持 本 体 部 は 樋 の 勾 配 に 応 じ て 傾 い て い る 。 軒 樋 吊 具 ３ ０ ０ は 、 支 持 本 体 部  
６ 、 吊 り ボ ル ト ７ 、 固 定 部 ４ は 、 実 施 例 １ と 同 じ も の を 用 い て い る 。 こ の 軒 樋 吊 具 ３ ０ ０  
は 、 図 ６ Ｄ に 示 す オ フ セ ッ ト 金 具 ５ ０ が 適 用 さ れ て い る 。 オ フ セ ッ ト 金 具 ５ ０ は 、 実 施 例  
１ に 示 し た オ フ セ ッ ト 金 具 １ ０ と 比 較 し て 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 ５ ０ ａ と オ ー バ ー ハ ン グ  
面 部 ５ ０ ｂ と あ る 所 定 の 角 度 を 成 し て い る こ と が 相 違 す る 。 こ の 角 度 は 、 範 囲 Ｓ に お け る  
樋 の 勾 配 に 対 応 す る も の で あ る 。 実 施 例 １ の 構 成 と 同 じ も の は 、 実 施 例 １ と 同 一 の 引 用 符  
号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 実 施 例 に よ れ ば 、 オ フ セ ッ ト 金 具 ５ ０ を 用 い る こ と に よ り 、 吊 り ボ ル ト ７ を 曲 げ る こ と  
は し な い た め 、 吊 り ボ ル ト に よ る 高 さ 調 整 の 容 易 性 と い う 利 点 を そ の ま ま 享 受 で き る と い  
う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 実 施 例 に お い て は 、 オ フ セ ッ ト 金 具 １ ０ 、 ４ ０ は 、 オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部 １ ０ ａ 、 ４ ０  
ａ が 中 央 辺 部 ６ ４ 、 １ ６ ４ と 重 な っ た と き に 、 オ ー バ ー ハ ン グ 面 部 １ ０ ｂ 、 ４ ０ ｂ が 中 央  
辺 部 １ ６ ４ か ら 左 右 方 向 の 一 方 向 に の み は み 出 し た 例 を 示 し た が 、 左 右 方 向 の 両 側 に は み  
だ さ せ て も 良 い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 １      軒 樋 吊 具
　 　 ２      折 板 屋 根
　 　 ３      軒 樋
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　 　 ４      固 定 部
　 　 ６      支 持 本 体 部
　 　 ７      吊 り ボ ル ト
　 　 ９      弾 性 板
　 　 ９ ａ      起 立 面 部
　 １ ０      オ フ セ ッ ト 金 具
　 １ ０ ａ      オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部
　 １ ０ ｂ      オ ー バ ー ハ ン グ 面 部
　 １ ０ ｃ      貫 通 孔
　 １ ０ ｄ 、 ４ ０ ｄ      吊 り 孔
　 １ ０ ｅ 、 １ ０ ｆ      リ ブ
　 ２ １      折 板 屋 根
　 ３ １      耳 部
　 ４ ０      オ フ セ ッ ト 金 具
　 ４ ０ ａ      オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部
　 ４ ０ ｂ      オ ー バ ー ハ ン グ 面 部
　 ４ ０ ｃ      貫 通 孔
　 ５ ０      オ フ セ ッ ト 金 具
　 ５ ０ ａ      オ ー バ ー ラ ッ プ 面 部
　 ５ ０ ｂ      オ ー バ ー ハ ン グ 面 部
　 ５ １ 、 ５ ２      ナ ッ ト
　 ６ １      固 定 孔
　 ６ ２ 、 ６ ３      棚 部
　 ６ ４      中 央 辺 部
　 ６ ５      傾 斜 部
　 ６ ６      上 辺 部
　 ６ ７      垂 下 辺 部
　 ６ ８      段 部
　 ６ ９      垂 下 辺 部
　 ８ １      ボ ル ト
　 ８ ２      ナ ッ ト
１ ０ ０      軒 樋 吊 具
１ ０ ６      支 持 本 体 部
１ ６ １      固 定 孔
１ ６ ２ 、 １ ６ ３      棚 部
１ ６ ４      中 央 辺 部
１ ６ ５ 、 １ ６ ６      リ ブ
１ ８ １      ボ ル ト
１ ８ ２      ナ ッ ト
３ ０ ０      軒 樋 吊 具
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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